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衆
議
院
議
員
中
島
克
仁
君
提
出
消
防
法
第
十
七
条
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び
消
防
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
、
令
別
表
第

一
（六）
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
令
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
延
べ
面
積
が

二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制
す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

令
別
表
第
一
（六）
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
は
、
火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
が
入
所
す
る
社
会

福
祉
施
設
で
あ
る
が
、
住
宅
と
同
程
度
の
規
模
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
入
所
者
等
は
安
全
な
時
間
内
に
避
難
し
得
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
に
係
る
事
業
主
の
経
済
的
負
担
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
、

延
べ
面
積
が
二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
施
設
に
つ
い
て
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
要
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



消
防
庁
等
に
お
い
て
、
現
在
、
平
成
二
十
五
年
二
月
八
日
に
長
崎
県
長
崎
市
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
発
生

し
た
火
災
の
原
因
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
今
後
の
火
災
被
害
の
防

止
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


